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■環境影響評価（環境アセスメント）事後調査結果

事後調査結果の詳細につきましては、湖周組合のホームページをご覧ください。
組合ＨＰ：http://www.kosyu.or.jp/

■杭設置工事が完了し、掘削・山留工事が始まりました。

クマタカ（２月２６日撮影）

県条例に基づく環境影響評価結果から、「本事業の実施による環境への影響の程度は総合的に小さい」
と評価しましたが、動物の現地調査において猛禽類の古巣、フクロウ類の営巣が確認され、またノスリの
生息の可能性も示唆されたため、工事中における猛禽類への影響の有無を確認する事後調査を実施しま
した。その結果、ハチクマのディスプレイ、ノスリのディスプレイや餌運搬など、繁殖を示唆する行動が確認
されましたが、ハチクマは繁殖の確認はなく、ノスリは幼鳥が確認されたものの、繁殖巣の確認には至りま
せんでした。また、その他の希少猛禽類は飛翔等の確認のみでありました。これらは、環境影響評価調査
時とほぼ同様の結果であり、解体工事に伴う希少猛禽類への影響はほとんどないものと判断しました。今
後新施設建設工事が継続されるため引き続き同様の事後調査を実施していきます。

解体工事における保全対策につきましては、環境影響評価書に記載した環境保全措置、具体
的には「工事区域に仮囲いを設置」すること、「低騒音・低振動機械を使用」すること、「建設機械
の稼働時間を厳守」することを適宜・適切に実施しました。実際の騒音・振動の測定結果も評価
書における予測値レベルであり、その影響を最小限に抑えることができた。

今後、建設工事におきましても、引き続き同様の保全措置を講じてまいります。

○保全対策検討結果

<建設作業騒音・振動測定結果>　　　　　　　　　単位：ｄB

項目
評価書における
予測結果

環境保全に
関する目標

北西 71
北東 80
南東 65
南西 56
北西 43
北東 50
南東 53
南西 49

注：予測は敷地境界線上

測定結果

(H26.4.17）

騒音

振動

73 85以下

50 75以下 低騒音機械

９月８日に着工した杭工事は、10月23日に全156本の杭設置を終えました。

地層の状況は事前に行ったボーリング調査と同様であり、計画通り強固な岩盤に杭を設置す
ることができました。工事は順調に進んでおり、現在は建物地下部の工事を施工しております。
焼却炉の基礎となる地下2～3mの浅い部分の掘削工事を開始するほか、ごみピットとなる地
下19mと深い部分の工事を行うため、山留・アースアンカー工事を施工しています。

ごみピット
地下部分

地山

岩盤 岩盤にアースアンカー打込

山留壁
（土砂の崩壊を防止）

山留先端 GL-25m

ごみピット下 GL-19m

●山留・アースアンカー工事概要図

アースアンカー
（山留壁を支える）

○有識者ヒアリング結果
日本野鳥の会諏訪会長、林正敏氏の見解は以下のとおり。

・調査結果は、環境影響評価時とほぼ同様の結果であり、
「解体工事に伴う希少猛禽類への影響はほとんどない」との
判断は妥当。

・クマタカは本来、奥地で生息しており、あまり飛翔は確認され
ないが、今回の調査でペアを含め数回確認されたことを鑑みると、クマタカの生息域
が里に下りてきている可能性がある。

・調査範囲内においてフクロウの幼鳥が頻繁に鳴いているのを確認しているので調査
時期を変えてみるのも有効。

新たに確認した古巣

小量の糞痕

現地で撮影した希少猛禽類

種名 今回調査 評価書段階調査（平成24年）
ミサゴ ・確認なし。 ・飛翔のみを確認。繁殖の示唆なし。

ハチクマ
・5月に単独個体による羽ばたきディスプレイ等、
繁殖を示唆する行動を確認。7月にも飛翔を2例確
認したが、繁殖の確認はなし。

・ディスプレイフライト、ペアによる巣内での止まり
や巣材の積み上げを確認したが、途中放棄。

ツミ ・確認なし。 ・繁殖行動等を確認したが、繁殖の確認なし。
ハイタカ ・飛翔等を確認したが、繁殖の示唆なし。 ・繁殖行動等を確認したが、繁殖の確認なし。
オオタカ ・飛翔を確認したが、繁殖の示唆なし。 ・ハンティングや探餌、止まりの確認のみ。

サシバ ・4月、6月、7月に1例ずつ確認。繁殖の示唆なし。
・飛翔や止まりを確認のみ。

ノスリ

・3月にペアの波状ディスプレイ及び4月に“その
う”が膨らんだ状態での餌運搬並びに6月に他個
体への排斥行動を確認。
・4月～6月の3ヶ月連続で餌運搬を確認。
・幼鳥が出現し、繁殖成功(繁殖巣は不明)

・ペアによるディスプレイフライト及び交尾を確認。
・幼鳥が出現し、繁殖成功(繁殖巣は不明)。

クマタカ
・2月にペア2個体を同時確認、4月にはペアの若
鳥の排斥を確認したが、繁殖の確認はなし。

・飛翔を確認したが、繁殖の示唆なし。

フクロウ

・2月の飛翔及び鳴き声を確認のみ。繁殖の示唆
なし。
・平成24年調査において確認された巣の周辺調
査を行ったが、個体の確認はなし。

・調査範囲外で繁殖を確認。

チョウゲンボウ ・確認なし。 ・ハンティングを確認したが、繁殖なし。

ハヤブサ
・8月に幼鳥1例確認。トビの攻撃あり。繁殖の確
認はなし。

・探餌、ハンティング、止まりの確認のみ。

林内踏査

・平成24年調査において確認した、ハチクマ、フク
ロウの巣を含む12個の古巣はいずれも　利用され
ていないことを確認。
・新たに5個の古巣を発見したが、いずれも利用し
た痕跡はなく、調査範囲内において営巣の確認は
なかった。

・ハチクマ、ノスリ、フクロウなどが競合して古巣
を利用している可能性あり。
（学識者ヒアリング結果）



②諏訪湖周クリーンセンター敷地造成工事
●盛土工事及び補強土壁工事
敷地東側の補強土壁工事を行いました。
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■工事進捗状況

■敷地全体状況

杭設置状況

10月下旬時点

9月下旬時点

■今後の予定

杭工事機械稼働状況

②諏訪湖周クリーンセンター敷地造成工事
●敷地東側盛土工、排水工を行います。

●●●１０月の工事予定●●●

基礎・地中梁工事(イメージ）

①諏訪湖周クリーンセンター整備工事
●炉室部分は11月から基礎・地中梁工事
●ごみピット部分は引き続き山留・掘削工事

掘削工事状況 山留設置状況

補強土壁全景

①諏訪湖周クリーンセンター整備工事
●10月23日に最後の杭の設置を完了しました。
●炉室部分の掘削工事、ごみピットの山留工事を開始しました。

補強土壁全景


